
漸化式 フローチャート

１．そもそも漸化式とは…

さて、次のような数列の一般項を考えてみよう。

,63,31,15,7,3,1

この数列の法則性は、『等差数列・等比数列』のどれでもないですね・・・

ここで、ちょっとおもしろい見方をしてみよう。この数列は

,1312,1152,172,132,112,1 

のように書くことができますね。つまり
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という法則にしたがっていることが見える。

これから、隣り合う 2 項の関係に法則性があることがわかる。式にすると

),3,2,1(121  naa nn ・・・（※）

という形で書けることが分かるであろう。

一般に、（※）で書かれているのような式のことを「隣接 2 項間の漸化式」という。上の説明か

らも分かるように、隣接 2 項間の漸化式はあくまで「隣り合う 2 項の関係の法則」を説明した式

に過ぎないのだ。

しかし、もしこの「隣接 2 項間の漸化式」から与えられた数列の全体の法則性を読み取ること

ができたり、または計算して na を求めることができれば、漸化式は数列の一般項を考えるにあた

っての非常に有効な【道具】となる。なぜなら、全体を見なくても、隣り合う（2 項の）関係の

法則を見るだけで一気に na が求まるからだ。



２．漸化式から na を求めてみよう

基本形 （ ,3,2,1n とする）

daa nn 1 ・・・ na は公差 d の「等差数列」である。← dnaan )1(1 

nn raa 1 ・・・ na は公比 r の「等比数列」である。← 1
1

 n
n raa

nnn baa 1 ・・・「階差数列の一般項が nb 」の数列 na である。

nnn baa 1 より、 )2(
1

1

1 ≧nbaa
n

n

kn 




 で求めればよい。

上にある３つの漸化式で表される数列は、一般項の公式を知っているので、基本形と考えよう。

これは逆に言うと、どんな漸化式で表された数列も、この基本形に変形ができれば、一般項がす

ぐに求まるということである。ここから先、この基本形への変形方法について考えていくことに

する。ちなみに、この基本形の中で「等比数列」が一番形がシンプルである。 nn raa 1 の形に直

してみることにしよう。

★ )0,1(1  qpqpaa nn の漸化式

↓

定数 q を分解して、 qpaa nn 1 を『 )(1   nn apa 』の形に変形できれば、
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となるので、

1a ， 2a ， 3a ， 4a ，・・・

数列 }{ na は初項 1a 、公比 pの等比数列となるので、一般項が立てられる。

『 )(1   nn apa 』をみたすαの求め方：

qpaa nn 1

－） qp  

)(1   nn apa

p p p p

この式をみたすαが存在すれば、

)(1   nn apa に変形できる。

この式のことを特性方程式という。

したがって、まずはこの式を解いて、

αを求めておこう。



（例） ),3,2,1(12,1 11   naaa nn の漸化式で与えられる数列の一般項 na を求めよ。

＜解＞ 121  nn aa

－） 12   ・・・①

)(21   nn aa ・・・②

①より、 1 が求まるので、②に代入すると

)1(211  nn aa

より、数列 }1{ na は、初項 21111 a 、公比 2 の等比数列である。

したがって、

nn
na 2221 1  
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na

このタイプの漸化式も非常に一般項 na を求めやすいので、最初に作った 3 つの基本形の漸化式と

合わせて、この４つの漸化式をベースにして、与えられた漸化式をこの４つの式に変形していく

ことを考えていくとよい。

daa nn 1 nn raa 1 nnn baa 1

)(1   nn apa

（代表的な変形）
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→両辺の逆数をとって整理

する。このとき n
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と

おいて考えれば（☆）の形

になる。

・ n
nn qpaa 1

→両辺を 1nq で割る。この

とき nn

n b
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a
 とおいて考え

れば（☆）の形になる。

・ )(1 nfpaa nn 

（ の１次式nnf :)( ）

→ )1(12   nfpaa nn

を作る。

↓

)1(12   nfpaa nn

－) )(1 nfpaa nn 

を作る。

↓

nnn baa 1 とおいて考

えれば（☆）の形になる。



３．やや複雑な、代表的な漸化式

１）連立形の漸化式
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で与えられた漸化式は、

)(11 nnnn bkapbka   ・・・（※）

をみたす定数 k と pが存在すれば、数列 }{ nn bka  は初項 11 kba  ，公比 pの等比数列となる。

↓

定数 k と pは｛①＋ k ×②｝の式と（※）を展開して整理した式と係数比較すれば値は求まる。

↓

考えうる }{ nn bka  の一般項を求め、それらを連立して数列の一般項 na と nb を求める。

２）隣接 3 項間の漸化式

③nnn qapaa   12

で与えられた漸化式は、

)( 112 nnnn aaaa    ・・・（★）

をみたすαとβがあれば、数列 }{ 1 nn aa  は初項 12 aa  ，公比βの等比数列となる。

↓

定数αとβは（★）を整理して③の式と係数比較すれば求まる。

↓

考えうる }{ 1 nn aa  の一般項を求め、

それらを連立して、

1na を消去して数列の一般項 na を求める。

こ の と き 、 α と β は 、 2 次 方 程 式

qpxx 2
の解であることが分かる。

qpxx 2
を隣接 3 項間の特性方程式

ということもある。


